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4.4.行為 (temporalな意味 )から状態 (atemporalな意味 )へ :視線の移動と体感の投射
次に､fzLgの意味拡張についても考えてみようJ
(42)a･ SheJzuggcdthedliCktohercheek
b. TheroadhtLgStheCOaStlinP･
(42a)の7"g は､ トラジェクターである彼女がひなどりを抱いたという客板的事態を表わして
いる｣そのような場合､彼女 とひな鳥との間には､抱くという行為を介した物理的関係があるC
では､(42b)はどうだろうか｡(42b)では､ トラジェクターであろ道が海岸線を(彼女がひなど
r)を抱いているのと同じように)抱いているわけではない5海岸線との関係で記述されるよう
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な道のある状態を示しているのである｡
しか し､なぜ道と海岸線とを関係づけるのにhug という語が用いられているのであろうかC
おそらく､次の2つの説明が可能だろうL,まず第 1に､話し手が､誰かが何か抱く姿を親祭す
る時に走らせるのと同じ視線の移動を､道を心的にたどろときにも経験したためにImg という
語が用いられたとする説明が考えられる｡第2に､話し手自身が実際に何かを抱く時に感じる
のと同じ体感を道と海岸線との閥に兄い出した､言い換えれば､毒し手自身が何かを抱く時に
感L'る､自分と抱いている対象との関係を､道と海岸線との関係に投射したためにhug という
言語科字論集､第7号(2∞1)
語が用いられたとする況明も考えられるnいづれにせよ､(42b)のfzugの意味は､心的スキャニ
ングや体感のような主体的な事柄が顕在化することによって成立した意味であると考えられろ｡
したがって､(42b)のようなJzug の意味は､話し手が心的スキャニングを客観の中に投影する
という意味での客観の主体化(これは､(24)で挙げた客観の主体化2であろ)､あるいは､話し
手が自らの体感を客観の中に投影すろという意味での客観の主体化(これを客観の主体化2-と
する)を介して成立した意味であるといえよう｡
同じような拡張は､日本語の ｢抱く｣にも見られる｡
(43)静かな山々に戯 ･Jzカまち､大屋町｡
また､日本語の ｢はねている｣の意味にも､話し手が心的スキャニングや体感を客観の中に
投影するという意味での客観の主捧化がみられるD 次の2つの例をみてみようO
(44)a. うさぎがぴょんぴょんilカTE'3g
b.髪の毛別けカTい8 ｡
(44a)の rはねているJは､トラジェクタ-であるうさぎの実際の行為を表わしていろ ｡しかし､
(44b)の rはねていろ｣は､トラジェクタ-である髪の毛の実際の行為を表わしているわけでは
ないC(44b)は､トラジェクターであろ髭の毛のある状態を表現しているのであろCこの例も､
話し手が､うさぎのような物理的対象が実際にはねていろ様子を観察する時に走らせるのと同
じ視線の移動を､髪の毛の流れを心的にたどろときにも経験したために､rはねている｣という
語が用いられたとも､また､話し手自身が実際に飛び跳ねた時に感じるのと同じ体感を髪の毛
の状態の中に兄い出したために rはねている｣という語が用いられたとも考えられる｡ゆえに､
この例も客観の主体化2と客観の主体化2●によって成立した意味であるといえようこ
これらは､体感が関与しているか否かの追いはあるものの､主体移動を表わす次のような例
と類似の現象であると考えられる,_
(45)a. Beyondthe2000meterleveいhetraiHrz'ses/jzLS/ascends/desce7dS)quitesteeply･
b.Thenewhighwaytgoes/r〟″s/cLimbsIfromthevaleyfloortothesenator's
mountainlodge.
(46)a. 山脈が東から西に.者フTl,au
b. 半島が東に,gUTLJf｡
(42b)のJMgや(44b)の rはねていろ｣の用法を含め､これらの例に共通しているのは､トラジェ
クターの行為(あろいは行為の経読)ではなく､トラジェクターの状態を表わしているという
点であろ｡どうやら.話し手の心的スキャニングや体感が客観の中に投影されるという意味で
の客観の主体化が起ころと､概念化の対象(客観)は､過去から現在､未来へと流れる現実の
時間の流れとは切り離され､結果として､その言語表現は､訳し手の意識と密接に関連すろア
スペクト的な意味を顕在化するようになる､という傾向があるようである｡これは､この客観
の主体化が概念化の過程で起こる心的操作のひとつであろからかもしれないQ
しかし､概念化の対象が現実の時間の流れと切り鮭されるという現象は､実は､話し手が参
照点あるいは知覚者として客観に入り込む､あるいは､話し手と密接に関係する現状が参照点
として客観に入り込むという意味での客観の主体化(客観の主体化 1)が起こった場合にも､同
様に見られろ(LZrrOSS,bego'zgto′Look,LPPL7ar,bebotmdtoの意味変化や助動詞の認識的用法の成
立を参照のこと)=このことは､アスペクト的意味(これも主税的意味のひとつということがで
きるかもしれない)の発現を､客観の主体化との開陳で分析していけろ可能性を示していると
思われるA
5.おわりに
本論では､まず､トローゴットとラネカーの研究において ●subJ'eCtiBcationl'と呼ばれて分析
されてきた発条に注目し､それらがどのようなものであろのか､また､それらがどのような閑
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係にあるのかを､発達心理学や神経心理学の知見をもとに再浸定された主体/客体､主観/客
観の概念を用いて明らかにしようと試みたOその結果､トロ-ゴットが ●subiectは⊂ation'.と
呼んで分析してきた現象は､すべて意味の主観化として再解釈できたのに対し､ラネカーが
'subje⊂tiFication'と呼んで分析してきた現象の中には､客観の主体化として再解釈できろもの
と意味の主観化として再解釈できろものの2つが存在することが明らかになった,
また､これらの先行研究を再解釈していく中で､主観的意味の中にもより主観的なもの(よ
り話し手個人の主観であると解釈されやすいもの)ものとそうでないもの(より社会一般の主
観であると解釈されやすいもの)があろこと､また､意味の主観化の背後には､話し手が存在
している現実世界の今あろ状況が客観の中に入り込み､参照点としての役割を果たすようにな
ろという意味での客最の主体化があると考えられること､なども明らかになった｡
さらに､さまざまな言語事例を具俸的に分析していく中で､(i)もとの意味と密接に関連する
私たちの日常経験の中に､知覚や高次認知といった主観に関連した部分があるからこそ､意味
の主酎 ヒが起こること(Look′appea'の意味変化)､(i)話し手自身が知覚者として客観に入り込
むこと(知覚者の主体化)によって起こる意味の主観化もあること(Lookの意味変化)､(iii)ち
との意味が示す事態の中にすでに知覚者として話し手が入り込んでいるために､対象中心から
話し手中心-と視点を変えることによって､主体的かつ主観的意味が顕在化することもあるこ
と(oppcL7Tの意味変化 )､(iv)力の源が話し手の心的推論になるという意味での力の源の主体化
によって起こる意味の主扱化は､begot,TgtOの近未来の意味の成立や助動詞の認詩的用法の成
立だけでなく､bcbouTZdEoの意味変化にもみられること､(V)主体化や主観化が起こる基盤とし
て､その言語表現が用いられるコンテクストやそこから導き出されろ語用論的推論を無視する
ことはできないということ(took,arpew′bebcEmdtoの意味変化)､(vi)話し手の心的スキャニン
グを客観の中に投影するという意味での客観の主体化と類似すろ現象として､話し手の体感を
客観の中に投影するという意味での客観の主射 ヒもあろこと(h7Lg､rはねている｣の意味変化)､
(vi)状態というアスペクト的意味の顕在化は､客観の主体化と密掛 こ関連しあっていること
(J7ug､｢はねている｣の意味変化)､等が明らかになった｡
しかし､主観化や主体化とメタファー/メrニミ-を介した意味変化との関係が明らかになっ
てはいないし､4.4で述べた客観の主体化と状腰の意味の顕在化との関係に関しても十分な説明
がなされたとは言い切れない｡これらのIlJ題を解決するためにも､今後もさまざまな言語事例
を詳細に研究していく必要があろと思われる,
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